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リ ル ケ の 詩 『 偶 像 』 に つ い て
      金 子 孝 音
     IDOL 
 Gott oder Göttin des Katzenschlafs, 
kostende Gottheit, die in dem dunkeln 
Mund reife Augen - Beeren zerdrückt, 
süßgewordnen Schauns Traubensaft, 
ewiges Licht in der Krypta des Gaumens. 
Schlaf - Lied nicht, —Gong! Gong! 
Was die anderen Götter beschwört, 
entläßt diesen verlisteten Gott 
an seine einwärts fallende Macht.( SW. II. S. 185f.)
      偶  像
  猫の眠りの男神あるいは女神,
  味わつている神,暗 い口の内部で
  熟した眼の実を押し潰す神,
  甘 くなった観照の葡萄酒,
  口蓋のクリプタの内部の永遠の光。
  子守歌ではなく,一 議1 晶薩1
  ほかの神々を呼び出す もの も,
  この賢 しい神に対 しては
  内部へ と落 ちていく彼の力にまかせている。
 詩 『偶像 』は,1925年 の夏にパ リにおいて1行 目だけが書かれ,同 年の11月
に ミュゾッ トにおいて全体が完成 した。 詩人の死のおよそ1年 前に書かれた作品であ
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る。
 リルケの晩年の詩はいずれ も難解で ある。 それ は,詩 人の長年 にわた る芸術的探
究の豊かな成果が,短 かい詩の中に非常に凝縮された形で表現 されてい るか らであ
る。ひ とつの詩の中に詩人の様 々な詩想が濃縮 されてこめ られることによって,個
々の詩語の意味は非常に重い もの,多 層 的な もの とな つているのであるが,そ の意
味の重 さをしっか りと受け とめ,そ の多層性を充分に読み とることは,リ ルケを専門
に研究する者にとっても容易なことではないといえる。 しかしながら,晩 年の詩に,リ
ルケの 芸術 上の全体験,全 思索が圧 縮されて表現 されてい るとい うことは,我 々が
詩人の晩年の詩 を読む とき,彼 の全 詩業のエッセンスだけを味わ うことがで きると
い うことを意味するのであ る。 リルケの詩的世界 の全体像を,我 々は一望の もとに
みて とることがで きるのである。
 その ような性質を もつ晩年の詩の中で も,と りわけこの 『偶像 』の詩は,リ ルケ
の芸術 上の最 も本質的 ない くつかの 間題を数少ない詩行の中 にあ ますところなく集
約的に表現 してい る点で,内 容の密度の最 も濃 い作品 のひとつであるとい うことが
で きる。表現 の極度の凝縮 性の故に著 しく晦渋 な作品では あるが,我 々はこの詩 を
読む とき,リ ルケ独 自の芸術的世界観を総括的にとらえることが可能 となるのであ
る。
                  1
 詩 『偶像 』は,1行 目Gott oder Glittin des Katzenschlafsか らすでに難解
である。まず 「猫の眠 りの神 」とはいつたい どのよ うな神なのか とい う疑問が湧い
て くる。そ してなぜその神は 「男神あ るいは女神 」とい うよ うにその性 を決定す る
ことができないのか とい うこと も問題 とな ってくる。 さらにこの詩の出発点は,題
名をみ るとわか るように,実 は 「猫の眠 りの神 」その ものでは なく,そ の神の 「偶
像 」なのである。 これ らの ことはい つたい どの ように理解 した らいいのだろ うか。
 しか し,そ れ らの問題 について考察す る前に触れておかなくてはな らない ことが
あ る。先程 も述べたとお りこの詩の1行 目だけは1925年 の夏にパ リにおいて書か
れてい たのであるが,実 はそのす ぐあとに リルケは今度はフ ランス語によって改め
て 「猫の眠 りの神 」をテ ーマとする詩を作ることを試みてい たのであ る。 この フラ
ンス語 詩の1行 目は,ド イッ語詩 の1行 目とほとんどそのまま対応 してい る もので
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あ る 。
Divinité du sommeil des chats, 
sous un ciel sans fentes 
 j'aurais été celui qui édifia 
ton temple aux voûtes lentes. 
Ton sanctuaire je l'eus construit( SW. H. S. 724 )
 この フランス語詩の後半においては,詩 想 はもつば ら「猫の眠 りの神 」に捧げ る
「神殿(temple)」 を 「建て る」ことに向けられている。 しか しその詩想はそれ
以」二の展開 をみせることなく,こ の フランス語による詩作の試みは未完成に終わ り,
結局 「猫の眠 りの神 」を主題 とする詩 は,詩 人がその年の秋に ミュゾ ットに戻って
か ら再び ドイッ語に よって書かれて完成す るに至つたわけである。 この フランス語
草稿詩 は未完に残 されたものの,ド イッ語の完成詩の1行 目を理解 する上で,我 々
を助けてくれる ものである。
 さて,1行 目のKatzenschlafの 神は,も っとわか りやすい表現 にパ ラフレーズ
してみるな らば,猫 の ように眠っている神 とい うふうに言い換 えることがで きるだ
ろ う。 これ と対応 してい るフランス語の草稿詩の1行 目Divinite du sommeil
des chats「 猫 たちの眠 りの神 」とい う表現 をみて も,猫 がは つ きりと複数で う
たわれ,一 般 化 され てい る ことが わか るので,ド イッ語詩の1行 目も,一 般に猫
た ちが眠るよ うに眠 つてい る神,あ るいは 「猫た ちの眠 り」とい う性質を備 えてい
る神 とい うふ うに読んでいいのではないか と思われる。すると,そ のよ うに猫のよ
うに眠っているとい うイメージを我 々に与 える神として,ま たその性が男性か女性
か決定 し難い神 として,さ らに その神には,崇 拝の具体的な対象 となる 「偶像」が
存在 しているとい うことか ら,そ の他,こ の詩の2行 目以下にあるい くつかの表現
を も考 え合 わせ る と き,我 々は この 「猫の眠 りの神」とい う表現で,ス フィンク
スを思い浮かべ ることがで きるか もしれない。 その ような連想は,唐 突 な印象 を与
えるか もしれ ないが,か といってまった くの強引な結びつ きであるとい うこともで
きないのである。
 まず,ス フィンクスの身体を作っている獅子は,そ もそ も猫 科の 動物であ り,実
際に両者は,そ の姿,ま たその性質において非常に似かよつてい るのである。そし
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て,猫 とス フィンクスとの結びつ きは,ボ ー ドレールの有名 な詩r猫 」(Les
chats)に おいて もみられ るもので あつた。 この詩の 第3連 において,ボ ― ドレー
ルは次の ように うたっている。
  猫が夢想 してい ると きの姿 は,
  孤独の底に長 々と身を横た えて 果 しない夢の中 に眠 ってい るようにみえる
  巨大 なスフィンクス像の 高貴な姿 その ままだ。
 ボー ドレール の熱心 な読者であ り,ま た彼の詩か ら多大な影響を受けてい る リル
ケは,こ の 「猫の眠 りの神 」の詩を作る ときに,ボ ー ドレールの 『猫 』の 詩を脳裡
に浮かべてい たとい うことは充分に考えられ ることである。それに実際,猫 が前足
をつ きだし,身 体を長 くして,静 かに じつと寝 てい る姿は,ま さしく堂 々と威厳 に
みちて身体 を横 たえて休 らつてい るスフ ィンクスの姿を思わせるのであ る。
 また,ス フィンクスは古代エ ジプ トが発祥の地であるが,古 代エジプ ト人た ちに
とってス フィンクスは,聖 なる神であつた。そして古代 エジプ ト人た ちは,彼 らが
崇拝す る際の具体的な対象 にするために,お びただしい数にの ぼるスフィンクス神
の偶像 を作 つたのである。それ らの スフィンクスの偶像の うちで,最 も古い とされ,
最 も大 きく,そ して最 も有名なのが,ギ ザにあ る大ス フィンクスで ある。先程の ボ
ー ドレールの 「猫 」の詩の中にで て きた 「巨大 なスフ ィンクス」も,こ のギザの大
スフィンクスの ことをい ってい ると考え られる。 リルケは,1911年 に エジプ トに
旅行 した際に この ギザの大 スフ ィンクスを訪れている。 この巨大 な神像 は リルケに
非常 に深い感 銘を与 えた。 リルケ は,1914年2月1日 付のベ ンヴ ェヌ―タ(マ グ
ダ・フォン・バ ッティングベルク夫人)宛 の書簡で,そ の ときの感 動 を詳 しく語 って
い るし,ま た,第7悲 歌や第10悲 歌 を読むと き,我 々は リルケが その巨像か らい
                        ll
かに強い衝撃を うけたかとい うことを窺うことがで きる。だが,我 々は,1925年
に書かれた この 『偶像 』の詩に も,彼 の エジプ ト旅行の際の強烈なスフィンクス体
験が 反映 されてい ると考 えて もよいの ではないか と思われ るのである。
 さて,古 代 エジプ トにおいては,ス フィンクスは,神 聖 で,無 敵の権力を もつ王
の顔 と,動 物の中では最強の力 をもつとされる獅子の身体 とが 結合 してできた神で
あ った。 そして,ス フィンクス神は,古 代 エジプ トの人々によって,彼 らを襲 う外
敵を駆逐 し,ま た死者た ちの墓(と りわけ王の墓=ピ ラ ミッド)を 守つて くれる,
無敵の力を もった守護神とみなされて,数 多くの 「偶像 」が作 られ,彼 らの熱烈 な
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崇拝の対象 となつてい たのであ る。 だが我々にとってなに よりも重要なのは,古 代
エジプ トではスフ ィンクスは男性としてみなされていた とい うことであ る。 ところ
が,ス フ ィンクスは,エ ジプ トだけに とどま らずに,そ の後小ア ジア とミュケナ イ
を経由 してギ リシャに渡 り,そ してそ こで大 きな変貌をとげることになった。ギ リ
シャ人たちが考えたスフィンクスが どの ような ものであ ったか とい うことは,オ イ
デ ィプス伝説が我 々に明 らかに して くれ る。そこに登場 して くるスフ ィンクスは,
人面獅 子身であることに変わ りはないが,翼 を生や してお り,そ れになんといって
も胸に乳房 を持 つていることか らもわかるように,女 性なのである。彼女は,テ ―
バ イ附近の岩の上に坐 って,す べての通行人に謎 をかけて,そ れに答 えられ ない者
を殺してしま うとい う恐 ろしい怪物 なのである。
 この ように,ス フ ィンクスは,そ れ が エ ジプ トの ものであるか,あ るいはギ リ
シャの ものであるかに よって,そ の性が違って くるのであ り,そ の性格 も異なって
くるのである。ス フィンクスには互いに異 なる二つの イメージがあるのである。詩
『偶 像 』にでて くる 「猫の 眠 りの神 」は,我 々にズフィンクスの イメージを喚起
させ る ものであるが,そ の際,そ の イメージは,必 ずし もエジプ ト由来の もの だけ
ではなく,ギ リシャ由来の もの も多分に入 りこんでいるとい うことがで きる。 この
詩の2行 目以下にみられるい くつかの表現 一 眼の玉を潰 して食べて しま う(3行
目)と い うよ うな恐ろしい怪物の イメー ジ,あ るいは8行 目のverlistet(こ の語に
ついては注7を 参照)と いうよ うな 「賢 しさ」(ギ リシャ起源の スフィンクスは,後 世
においては次第に悪のイメー ジが払拭 されて,知 恵ある存在の象徴 としてみな され る
ように もな ったのである)の イメージ,さ らに9行 目に ある,オ イデ ィプスに謎を
解かれて岩の上か ら落 ちてい く情 景を思わせ るfallenと い う表現 一 は,ギ リシャ
の スフ ィンクスの イメージで あ る。 リルケは この詩 を書 くとき,お そ らくエジプ ト
とギ リシャの両方の スフィンクスの イメージを思い浮かべていたと考 えられ るので
あ る。そのよ うな事情か ら,リ ルケは,こ の詩の 「猫の眠 りの神 」を,た だGott
と呼ぶだけでなく,oder G?tin とい う表現 をもつけ加えて呼ぶことにしたのでは
ないだろう力塁
 以上の ように 「猫の眠 りの神 」をスフィンクスにつなげて考え るとき,我 々が1
行目において出会 う問題 ― この 神 と「猫 」との 関 係,ま た この神の 性が決定 し
難いとい うこと,さ らに 「偶像 」の問題 一 が うま く解決 され るといえよう。
 しか し,「 猫 の眠 りの神」(の 「偶像」)は ス フィン クス神(の 偶 像)が そ
の原 型 とな ってい るので は ない か とい つただ けで は,我 々は まだ この詩の1行
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目の内容の半分 も説明 した ことにはならないといえるだろ う。確かに我 々は この詩
におけるい くつかの暗号めいた表現 から,「 猫の眠 りの神 」の具体 的な形姿 として
スフ ィンクスの姿 を思い浮かべ ることが可能であるし,ま た リルケ 自身 その ような
意図を もっていたと推測 されるのであるが,し か し,だ からといつて この神を完全
にスフィンクスと同一視 してこの詩 を読 もうとす るとき,我 々は著 しく偏 った読み
方をす ることに なるのであ る。 この詩を読む とき最終 的に重要なのは,「 猫 の眠 り
の神 」とい う詩的形象が この詩の内部において どの ような詩的意味を担 っているの
か とい うこと,そ の詩的形象に よって リルケは この詩を読む者 に何 を伝 えよ うとし
てい るか とい うことをつ きとめ ることなので ある。
 たとえば,第10悲 歌においてく りひろげ られた壮大な 「嘆 きの 国 」の幻想的な
イメージは明 らかにエジプ トの 風景 に由来した もの であるとみなされるが,リ ルケ
自身,1925年11月13日 消印の フレヴ ィッチ宛の 「悲歌 』自解の書簡の中で,
「『嘆 きの 国 』はエ ジプ トと同一視 され てはな らない 」と述べているよ うに,我 々
は 「嘆 きの国 」とい うリルケ独 自の詩的visionを,現 実の エジプ トにひ きつけて解
釈 しようと してはな らないのである。確かに 「嘆 きの国 」のイメージの原型はエジ
プ トとみなされ るが,リ ルケに とって,そ して我々読者にとって重要 なのは,詩 の
素材ではな く,あ くまで もリルケがそれか ら作 り出した詩的なvisi㎝ の方なので
ある。それ と同 じことが,こ のr偶 像 』の詩の場 合に もい うことがで きるだろ う。
この詩でうたわれ る神は我々にスフィンクスのイメージを喚起させ る ものであ るに
して も,し かしそれはス フィンクスと完全に 「同一視されてはな らない 」ので ある。
リルケは もともとこの詩で スフィンクスその もの を描写,あ るいは讃美 しよ うとし
ているわけではないか らで ある。 「猫の眠 りの神」 は,確 かにスフィンクスの イメ
ー ジを浮かび上がらせるが,だ からとい つて我々はこの詩でうたわれる神 をす っか りス
フィンクスにひ きつけて読 もうとするならば,大 きな誤 りをおかす ことにな るのであ
る。 「猫の眠 りの神 」はあ くまで もリルケの想像力に よって作 られたfiktivな 詩的
形象 として受け とられなければな らないのであ り,我 々に とつて最終的に重 要な こ
とは,リ ルケがそのfiktivな 詩的形象を作 り出すことに よつて我々にいったい どの
よ うな ことを表現 しよ うとしてい るのかとい うことである。換言すれば,「 猫の眠
りの神」 とい う詩的形象にリルケはどのよ うな詩的な意味 をこめ ようとしたのか とい
うことを探 ることが我 々にとって最 も大切な ことなのである。
 そのために我 々はここで 一旦 「猫の眠 りの神 」をス フィンクスのイメージか ら切
り離 し,1行 目の,神 を直接修飾しているKatzenschlafと い う表現について考察
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す ることにしたい。 「猫の眠 り」とは,リ ルケに とっていかなる詩的意味 をもっ も
のであ つたのだろうか。
 猫は生物学的には1日22時 間眠 るのが普通 とされる動物で ある。 しか し,猫 は,
燗 が 田8時 閥ほ どぐっす り眠 り続1ナるように眠 つているの ではない 。1苗の眠 り
は,浅 い眠 り,い わば うと うととまどろみ続けてい るよ うな眠 りであ る。すなわ ち,
先程の ボー ドレールの詩 『猫 」において うたわれていた ように,猫 は常に 「果しな
い夢の申に眠 つている 」のであ る。猫はいつ も夢をみている状態にあるので あ り,
眠 っていなが ら,同 時に目覚めているような存在なので ある。猫は常に覚醒と眠 り
の中間に身を置 き,意 識 と無意識の境界に横たわ っている存在であ るとい えよう。
と ころでその ような境界状 態 こそは,一 般に詩人に とって,素 晴 しい創造を生みだ
す ことを可能にす る最 も理想 的な精神的状態で はなかつただろ うか。完 全に目覚め
てい るときは,余 計な 日常的意 識が働 いているために,人 間は世界の真 実をあ りの
ままに見た り,語 つた りす ることがで きない。眠 ることに よって,そ の余計 な意識
の働 きは止まる。 しか し,か といって完全に朕 り込んでしまっては,人 は もはや何 も
見 ることも,語 ることもで きないのである。それ故,真 実をあ りの ままに見つめ,
語ることがで きるのは,眠 りつつ同時に目覚めてい るとい うよ うな状態,意 識と無
意識の間 に あ ると きだ けなので ある。 「猫の眠 り」は,そ の ような覚醒と眠 りの
中間 にあ る状 態なのであ り,故 にリルケにとつては,常 に理想的な詩的創造の状 態
にあ るとい うことを意味 していると考 えて よい と思われ る。覚醒と眠 りの同時存在
は,ま た りルケにとつて宿 命的と もいえる詩の モテ ィーフであ る薔薇の花において
もみ とめることがで きるもので あつた。 リルケは,晩 年 のフランス語詩集 『薔薇 』
の最初の詩 において次のよ うに うた っている。
 Si ta fraîcheur parfois nous étonne tant, 
heureuse rose, 
c'est qu'en toi - même, en dedans, 
pétale contre pétale, tu te reposes. 
Ensemble tout éveillé, dont le milieu 
dort, ...( SW. II. S. 575 )
この よ うな 「全体 はす っか り目覚めているのに,そ の内奥の申心では眠っている」
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とい う,覚 醒と眠 りが同時に存 在している状態 はまさしく,リ ルケが 自己の墓碑 銘
に定めた,薔 薇 を うたった三行詩の中にみ られ る 「純粋な矛盾 」(SW. II. S.185)
の状態にほかな らないが,こ の矛盾した状態こそ,純 粋な真の創造が可能 となる状態
なのである。 「猫の眠 りの神 」とは,覚 醒と眠 りの両方にまたが って横たわ ってい
る神,「 純粋な矛盾 」の秘密を心得 ている神で あ り,結 局 リルケにとって芸術的創
造の奥義を きわめてい る神 を意 味しているとい うことがで きるので はないだろ うか。
 Katzenschlafと い う言葉をめぐって さらにイメージをふくらませてみることに
しょう。Schlaf「 眠 り 」は昔か ら〈死〉 に通ず るもので あるとみ なされて きた。
それ故我々は この 「眠 りの神 」を〈死〉の神 と呼ぶ こと もで きよう。 しかしこの神
は 「猫の眠 り」を眠 つてい る神であ った。すなわ ち,眠 っていると同時に生 き生 き
と目覚 めてい る神なので ある。故に,死 の状態にあると同時に生の状態に もある神
とい うことになる。 「猫の眠 りの神 」は また,生 と死の両方にまたが つてい る神で
あるとい うことがで きるのである。 そ もそも猫 とい う動物が生 と死の両方の領域に
住んでい る存在 であろ う。猫は夜の 暗闇の中で も眼がみえる故に,暗 黒の世界 を自
由に俳徊す る ことので きる存在で ある。闇の世界は死の 世界に通じる。猫は普通見
ることので きない死の世界を見る ことがで き,そ の中に入 りこむことがで きるので
ある。 しかし一方猫 はまた昼の世界,明 るい生の世界に も住んでい る。すなわち猫
は死の世界 と生の世界の両方に住んでいるのである。そ うい うわけで,「 猫の眠 り
の神 」は,生 と死の両方の国に住み,二 つの国 をゆ ききす ることがで きる神で もあ
るとい うこ とがで きるだろ う。またそうであるならば,こ の神は,リ ルケが讃 えた
あの歌神オル フ ォイスの存在 とつ なが ってくるので ある。 なぜな ら,リ ルケによれ
ば,オ ル フォイス もその 「広大な本性 は二 つの世界(生 と死の二つ の世界 一 筆者
注)か ら生まれてきた」(『 オルフォィスへのソネ ット」i-6)の であ り,ま た彼
は二つの国をゆ ききすることが できる存在 だか らで ある。オル フォイスには生の国
と死の国の対立は もはや な く,彼 は生 と死が一つになってい る〈全一的世界〉の 中
に入 り込んでい るのであ る。 リルケに とって この全一の世界の中 に参入 することが
生涯 の最大の課題,最 高の願望であ ったの であるが,「 猫の眠 りの神 」は,オ ル フ
ォイスと同様 に二重の本性 を有 してい る故に,生 と死の両方にまたがって住む存在
であ り,す でに全一 的世界の 中に入 り込んで,そ こで安 らかに憩 ってい るとい うこ
とがで きるのである。
 さて,「 猫の眠 りの神」は,猫 そのものではないにしても,猫 の性質を多分に備 えて
い る神であるとみな され る と思 われ るので,こ こで,リ ル ケ文学 において 「猫 」
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とい う存在が持ってい る意味について考察 してお くことは,我 々の この詩の 読解に
奥行 きを与えて くれ ることになろ う。
 リルケに とって動物 的存在は,第8悲 歌で うたわれているように,常 に対立と葛
藤をひ きお こす主観的 「意識 」とい うもの を働 かさずにはい られない人間とは違 っ
て,(動 物はその ような自己中心的な主観的 「意識 」を所有していないために)
「無限の 」「開かれた世界 」(生 と死が一つにな ってい る全一的世界の こと)を 見
て お り,ま たその中に 「永遠にすごやかに」とどまっている存在であつた。その よう
な動物の一 員として猫 もやは り,リ ルケ文学 においては,全 一の世界に休 らい,永
遠 を見ている存在であ ることはい うまで もない。 リルケが猫 をモテ ィー フにして作
った詩作品はそれ ほど数が 多いとはいえないが,た とえば 『新詩集 』の中の 『薔薇
窓 」(SW.1. S.504)や 『黒猫 』(SW.1, S.595)で は,猫 の神秘的な眼が うたわれ
て おり,我 々はそれ らか らリルケの猫観を察す ることがで きる。 リルケはいずれの
詩において も,あ らゆる もの を「意識 」の働 きに よって対象化 しようとする人間の
悪 しき視線を,猫 の眼はその強い力で捕 えて無力化し,冒さらには人間の意識の働 きを
止 まらせ,つ いに は 人 間の心 を つかん で 神の 内部に連れていつて しま うとうた っ
てい る。猫の眼は,人 間が意識を持つて以来久 しく忘れて いた,神 の住 む永遠の世
界へ人間を深く吸い込んで しまう力を持つているというのである。猫の眼は,人 間にと
って,そ こか ら 「開かれた世界」に入 ることので きる 「窓 」,そ れ も美 しく神秘的に
輝 く 「薔薇窓 」の ようなものだとい うのである。 また,リ ルケが1920年 に,当 時
彼の恋人であったバ ラデ ィ 一ーヌ ・ク ロソウスカの二番 目の息子バルチ ュスが画いた
猫の絵 を集 めた画集 『 ミッ 」の ために書いた序文(SW.VI. S.1099ff.)も,彼 の
猫 に対す る見方 を知る上で見過 ごす ことので きない もので ある。そ こで リルケは.
猫 が毎 日人間たちと交わ つて生きているにもかかわらず,決 して人間的な ものに染ま
る ことな く,人 間的世界 とはまった く異つた,人 間 には理解で きない猫の世界の中
に頑 固に住み続けてい ると述べ てい る。 リルケに とつて猫 は,人 間界の申にあって
も徹頭徹尾 始源的 な〈 自然〉の 中の住人であ り続ける存在なの である。 この詩に う
たわれる,猫 の ように眠っているとされ る神 も,以 上のべたよ うな卓越 した性質 を
備えているとみなされよう。この神は,猫 と同 じように,人 間界 を超えた,永 遠の 全
一的世界の中で安 らかに眠 ってい るのである。
 従 つて 「猫の眠 りの神 」とは,リ ルケにとつて,眠 りなが ら同時に生 き生 きと目
覚めていて,生 と死の両方の国 に住 んでい る存在,リ ルケが憧れ る永遠の 「開かれ
た世界 」の中です でに休 らっている至福の存在 である。また,常 に全一的世界を純
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粋に表現することがで きる とい う,芸 術 的創造の奥義を きわめてい る神で もある。
H
 次に2行 目か ら5行 目までをみ ることに しよう。第1行 で 「猫の眠 りの神」と呼
ばれた神は,第2行 において今度は 「味わ ってい る神」と性格づけられている。
「猫の眠 りの神 」は繊細な味覚 を備えてい る神のよ うだ(こ の神は最高の芸術家で
もあった ことを忘れては ならないだろ う。その感覚は純 粋で,す べての もの をあ り
のままにとらえることがで きたのである)。 そしてこの神は,そ の 「暗い口の内部」
において 「熟 した眼の実 」を 「押し潰 」して 「味わ っている 」ので ある。す ると,
口の中で潰 された 「眼の実 」は 「甘くな った観照の葡萄酒 」に変わ る(「 甘 くなつ
た 」とい う形容詞は,意 味の上では 「観照 」だけではなく,「 葡萄酒」の方に もかか
っているといえるだろ う)。 そ してさらに,神 の 「暗い 口 」は 「口蓋の ク リプタ 」
と呼 ばれ,そ の内部 において 「永遠の光 」が生ず る とい うのである。
 ここの部 分も,き わめて少ない詩行の中に様 々な詩想が盛 り込まれ,そ してまた
そのために表現の思い きった省略 ・凝縮がお こなわ れ て い る故 に,理 解す るのは
容易ではない。一義的な明確な解釈が不可能な ところ,論 理的な説明を拒否す る箇
所 もある。だが この部分 において詩人が うたお うとしていることの大筋は我 々に も
とらえることがで きるだろ う。
 2行 目か ら5行 目において詩人が何 をいお うとしているのか とい うことを探る前
に,ま ずここに出て くるい くつかの表現について説明 してお くことにしたい。
初めに3行 目にあるAugen-Beerenで あ るが,大 胆な言葉の組み合わせである。
Beereは 一般に漿 果を意味するが,4行 目にTraubensaft(詩 語 としては 「葡萄
酒 」を意味する)と い う表現があ るの で,こ こでは特に葡萄の実の ことをさして い
ると考 えてよい だろ う。Augen-Beereと い うのは,た とえばErdbeereと か
Stachelbeereと い うよ うにBeereの 前に様 々な言葉をつ けてBeereの 種類 をあ ら
わす造語方法があるが,そ れが 応用されて,そ れ とまた葡萄の粒 も眼 もどちらも
〈球〉の形をしている ことから,つ なぎ合わされて生 まれ て きた表現であると思わ
れる。
 次に5行 目のewiges Lichtに ついて。 カ トリック教会において,聖 体を入れ る
聖櫃の前に置い てあるく常明燈〉(ewige Lampe)― キ リス トの現前 を象徴し
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ている ― の ことをまたewiges Lichtと 呼ぶ ことがある。 しかしここでは
ewiges Lichtを その意味 に限定 しては ならないであろ う(同 じ行にKryptaと い
う宗教的な表現があるに して もである)。 我々は,「 光」 とい う もの が 一般 に担
つている象徴性 一 生あるいは神的な ものなどの象徴 一 を念頭 に入れなが ら,リ
ルケの文学世界の内容に沿 つて,こ の表現が何 をさしているのか とい うことを探 ら
なければな らないだろ う。
 同 じく5行 目にあるKrypta des Gaumensと いう表現は,ロ マ ネス ク式教会の
Hallen―kryptaの 丸天井が口蓋の丸みを想 わせ ることか ら両者が結 びつけ られて
で きた表現 であ ろ う。Kryptaは,聖 人を葬 った り,聖 遺物を保管する教会地下堂
(納 骨堂)の ことであるが,そ の語源はギリシャ語のkryptein(=verbergen,
隠す)で あ り,そ れ故 クリプタは本来人の眼には見えることのない隠 された ところ
とい う意味であ る。その語源的意味か らも,我 々は ここの クリプタを,リ ルケがよ
く口に していた,人 の眼には普通見 えることのないあの 「不 可視(unsichtbar)の
領域3〕と結びつけることがで きるのではないだろうか。 またGaumenは,口 蓋 と
い う物理的 な意味の ほかに,〈 美食 を味 わう感覚〉 とい う比喩的な意味 もあ り,味
覚 を感 じる場所 で もある。従 って,丸 天井の暗い地 下納骨堂である神の 「口」 は,
まず第一にはそこでものが朽 ちてゆく暗黒のく死の空間〉を意味 している 。 しか し
またそれは,普 通には見ることので きない,リ ルケのい う隠 された 「不可視の領域」
を暗示 するものでもある。さらにその神の 「口」は繊細な味覚が働 く,そ こで美味 な
ものが純粋に味 わわれる場所 で もあ るのである。
 さて,葡 萄の 「熟 した実 」は 「猫の眠 りの神 」の 「口 」の内部で 「押 し潰 」され
て,甘 い 「葡萄酒 」に変わ ると うたわれ た。葡萄酒 は,葡 萄の 実の純化された もの,
その精髄である。神はその至 高の葡萄酒 を賞味 してい るの であ る。だが葡萄の実が
潰 され,形 を失つて溶 けて葡萄酒に変わ ると同時に,「 熟 した眼 」も「観照
(Schauen)」 に変わるとい うのであ る。 ここでSchauenと い う言葉は,リ ルケ独
自の意味において受けとられな ければならない。リルケの文学においては,Schauen
は通常のSehenと 違い,た とえば動物が世界 をみるような見方,つ ま り主観的な
「意識 」によって世界 を対象化 ・歪曲化す ることなしに,世 界 をそのあるがままに,
始源的な 「開かれた もの 」として 「観照 」する,純 粋 に〈直観〉 する,と いうことを
       4)
意味す るの である。別の言い方をすれぱ,Schauenは,人 間的な 自己中心的 「意 識 」
を克服した見方,世 界を生と死の対立を超えた,永 遠の全一的世界 として直観することが
で きる見方 とい うことがで きよ う。またそうであるならば,Schauenは,結 局 「猫の眠
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り」の 態度で世界をみ る見方にほか ならない とい えるのではない だろ うか。 「猫の
眠 りの神 」は,「 熟 した眼 」を 自分の 口の内部iL入 れて 「押 し潰す 」ことによって,
熟 して はい るものの,ま だSehenに とどまつている眼 をSchauenに 高める神 とい
うことになる。
 だが,「 猫の 眠 りの神」の 「口の内部で」,い つたい どのよ うに して,つ ま りどの
ような過程 を経て,葡 萄の 「実 」が甘い 「葡萄酒 」に,そ して 「眼 」が 「観照 」へ
と変わる(高 まる)の だろうか。 この問題を解 くために,我 々は第5行4z目 を向け る
ことに しよう。5行 目では,そ のよ うな変化が起 こる神の 「暗い口 」は.「 ク リプ
タ」 であるとうたわれていた。 この暗い,人 間の眼には見 えない 「クリプタ」で あ
る神の 「口の内部」 とは,っ ま り,先 程 ものべ たように,そ こにおいて ものが朽 ち
てい く<死 の空間〉 にほかな らないのである。 すなわち,「 猫の眠 りの神Jの 「暗
い口の内部」 とは,死 が支配す る空間であ り,そ の中に入 つていった ものはすべて
死んでいくのであ る。 「眼 」も葡萄の 「実 」も,そ の 「口 」の 中に入れ られて潰さ
れ ることによって死んだので ある。す なわ ち「眼 」は 「押し潰 」されて盲 にな り,
「実 」も同 じく 「押 し潰 」されて,葡 萄の実 としての形は跡かた もなく消え失せて
しまったのである。だが,そ の〈解体―死〉 を経験することを通 しては じめて,そ れ
らは永遠の世界 を直観する 「観照 」とな り,ま た至高の甘 さを もつ 「葡萄酒 」とな
ることがで きるのである。それ らはいずれ もく解体 ―死〉によつて,か え つて よ り
高い存在へ 〈変容〉するとい うことがで きるだろう。
 いまや我々は詩人が2-4行 においていわんとしてい ることをまとめることがで
きるだ ろう。熟 した葡萄の 実は神の口の中で押 し潰され,す なわち一旦跡 かた もな
く解体 され,〈 腐敗〉にまか され る。っま り一度死ぬので ある。 しか しその解 体 と
死の過程を通 ってこそ,葡 萄の 実はさらに素晴 しい味 と香 りを有す る葡萄酒 として
生 まれ変わるので ある。〈腐敗〉するとは実は〈発酵〉す ることにほかならないの
であ り,そ れによつて高め られ た存在に変化する ことができるのである。 また同じ
ように,成 熟 した眼 も神の 口の中で押 し潰 され ることに よって死ぬ,つ ま り盲目に
なるが,そ れ によってかえって よ り高度に世界を見 ることので きる 「観照 」の 能力
を獲得 するに至るのである。 リルケの 考えによれば,盲 目に なった とい うのは,人
間 に特有の,世 界を自分勝手に対象化して なが める悪しき眼差 しを捨て 去る ことが
で きた ことを意味する。すなわ ち,盲 目の方がは るかに鋭 く,純 粋に世界全体 を直
観することができるということになるのである5)0眼を潰して食べてしまうとい う 「猫の
眠 りの神」は,恐 ろしい破壊 と死の神 一 この性格 はギ リシャのス フィンクスを想
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わせるが 一 とい うこと もで きるが,最 終的にはその神は,自 己の内部 にとり入れ
た もの をより高度な存在形式へ と生成 ・変化 させ てい る生産 的 な神 なので ある。
神の口の 内部の繊細で純粋な感覚で味わわれ たもの は,さ らに甘 い ものに なるので
あ り,よ り高い存在へと〈変容〉す るのである。
 さて5行 目においては,神 の暗い クリプタの ような口の内部で 今度は 「永遠の光 」
が生ずるとうたわれていた。この 「永遠の光」については,一 義的な解映をお こな うこ
とは不可能 であ るといわ ざるをえない。一つの解釈 として,神 の 口の内部で発 した
「永遠の光 」を,前 行の甘 くなった 「葡萄酒 」につなげて,共 感覚的表現 として読
む ことがで きるか もしれない。つま り「永遠の光 」とい うのは,葡 萄酒の芳醇 な香
りが神の 口の中で漂 うさまを,視 覚 的な表現 に置き換 えたものと考 えるのである。
あるいは,「 永遠の光」を,前 行 のSchauenと 結 びつ けて,盲 の暗 闇の 世界 の中
においても猫の眼のよ うには っきりと見 ることので きるSchauenが 「永遠」に向
か つて投げか ける明るい視線 をさしてい るとみなす ことがで きるか もしれ ない。つ
まり,Schauenが 「永遠」 に向か って発す る,暗 闇 を透明に照 らしだす 「光」で
あると読 むのである。あるいは,暗 黒の口の内部で生ず る 「永遠の光」 は,「永遠」
を うた う最高の詩の メタフ ァー として読まれる こともで きるか もしれ ない。 リルケ
のかな りの詩は またく詩についての詩〉で あるとい うことがで きるのであ り,一 見
詩作 と何の関係 もないよ うな内容 を うた っているときで も,そ の背後では詩作 を問
題に してい るとい う場合が よくみ られ るのである。 「猫の眠 りの神」は最高の芸術
家の象徴で もあ つた。 また 「口」 とい うのはそ もそ もそこにおいて詩の言葉が発せ
られ る場所である。そ して 「猫 の眠 りの神」の 「口」は,事 物 が よ り高 い存在 に
く変容〉す る空間であ つた。 それ らのことを考え合わせると,芸 術家である神の口
の内部で生 じたとい う 「永遠の光」は,事 物が永遠の存在へ と変容 され た姿を純粋
に表現 している最高の詩のメタファー として読むこともで きるのではないだろ うか。
                 皿
 さて,こ れまで味覚と視覚の面か らうたわれて きた「猫の眠 りの神 」は,第6行
において聴覚 に関係づけられることになる。 この芸術家 的な 「猫の眠 りの神 」が何
か音楽を聴 くとすれば,そ れ はあ りふれた穏やかな 「子守歌 」などではない。
Katzenschlafの 神だからとい って, Schlaf―Lied(連 字符で結ばれていること
に注意 してお きたい)を 聴 くことを望 むわけではないのであ る。 なぜ な ら,「 猫の
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眠 り 」は,同 時に生 き生 きと覚 醒してい る眠りであり,普 通の眠 りとは異なる もの
だか らである。 この 「猫の眠 りの 神 」にふさわ しいのは,五 官を弛緩させ,感 性の
働 きを鈍 らせる ような 「子守歌 」で はな く,逆 に感性を―段 と活 発 に働 か せ る鋭
い刺激 となるような,激 し く轟 然と鳴 り響 く 「銅鍵 」の音なのである。(た だし,そ
の ような激 しい音を鳴 らして も,そ の神 はすっか り目を覚ましてしまうような ことは
ないのである。 ただ内奥におけ る覚醒が いよい よ生 き生 きと鋭 く目覚めるだけで,
外か らみれ ば,神 は相変わ らず静か にまどろみ続 けているのである。)
 『偶像 』の詩 とほとん ど同時期(1925年11月)に,r銅 鍵 』とい う詩が書か
れてい る。 『偶像 』の第6行 を よりよく理解す るために,少 し長 くなるが,引 用す
ることにしたい。
   GONG 
 Nicht mehr für Ohren ...: Klang, 
der, wie ein tieferes Ohr, 
uns, scheinbar Hörende, hört. 
Umkehr der Räume. Entwurf 
innerer Welten im Frein..., 
Tempel vor ihrer Geburt, 
Lösung, gesättigt mit schwer 
löslichen Göttern ...: Gong! 
Summe des Schweigenden, das 
sich zu sich selber bekennt, 
brausende Einkehr in sich 
dessen, das an sich verstummt, 
Dauer, aus Ablauf gepreßt, 
um— gegossener Stern ... : Gong! 
Du, die man niemals vergißt, 
die sich gebar im Verlust, 
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nichtmehr begriffenes Fest, 
Wein an unsichtbarem Mund, 
 Sturm in der Säule, die trägt, 
Wanderers Sturz in den Weg, 
unser, an Alles, Verrat ...: Gong!( SW. II. S. 186f. )
 リルケは この詩において,銅 鍵の音楽的な音 と も雑音と もきこえる,な んとも形
容し難い響 きを,大 胆で鮮烈な比喩を次 々に連ねていくことによつて語ろ うとして
いる。銅鐸の音は,た とえば 「自分 自身への信仰を告白す る 」(V.10)も のであ り,
「自己 の内部へ 激 しい音 をたてて回帰 す る もの」(V.11)で ある とされ る。 これ
は,銅 鋸の音が それ 自体の うちで完結 している全一的存在であ ることをいっている
と考えられ よう。 りルケはさ らに銅鋸の音を,「 沈黙の総体 」(V.9),「 誕生す
る前の神殿 」(V.6),「 溶け難い神 々が溶けてい つばいに なってい る溶液 」(V.
7-8),「 もはや とらえ られない祝祭 」(V.17),「 支 えている円柱の内部で渦
巻 く嵐 」(V.19)と 呼んでいる。 これ らの表現 か ら浮か び上が って くるイメージは,
世界が人間の意識によ って分裂 させ られ,硬 直化される以前の生 き生 きとした始源
の姿,神 々が姿 を現 わしている,言 語 を超えた太古の世界,豊 かで混沌 としたエネ
ルギー にみ ちている祝祭的世界である。銅鋸の超絶的な響 きは,そ のよ うな始源的
空間を現出 させ るので ある。 また,銅 鋸 の音はその激 しい音の力によつて我々の周
囲の 日常的 な「空間を次々に裏返 していき」(V.4),我 々の まわ りに始源的な空間
こ 世界の真実の姿を顕現させ る,あ るいは,銅 鋸の響 きが流れ てい った場所はその
激 しい音 の波の力 によつて 「裏返」 され,次 々に始源の空間の 内部へ と り込 まれて
い く。すなわ ち銅辮の音 は日常の空間を始源的 な空間へ と〈変容〉 してい くのであ
る。 この〈変容〉 を自在 になしとげることが可能であるとい う点において,銅 鋸 の
音 は リルケが求めてい る〈完全 なる詩〉の メタファー となるのである。 なぜ なら,
リルケにとってく完全なる詩〉 とは,銅 鋸 の音のよ うに,我 々を普段 とり囲んでい
る日常的空間を 「裏返」す ことによ つて,そ れ を我 々に とつて本源的な全一的空間
へ とく変容〉 させ ることがで きる詩を意味 するか らである。
 その 内部がすでに永遠の 「開かれた世界 」,始 源的な空間で ある「猫の眠 りの神 」
の場合,そ の神が 自己の内部に聴 き入れ て,「 味わ う」ことを望 む音は,日 常的な
「子守歌 」な どでは なく,永 遠の始源的空間か ら鳴 り響いて くるよ うな 「銅鍵 」の
音なので ある。 それ 自身全一的存在であ り,ま たまわ りの事物をも全一的世界へと
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〈変容〉 させ る 「猫の眠 りの神」が聴 くにふ さわ しいの は,や は り全一的世界の響
きであ り,ま た同じよ うに周囲の ものを〈変容〉 させる力を もつ 「銅鋸 」の音以外
にはないのである。
                 IV
 最後の7m行 に移ろ う。 この3行 の中には,リ ルケ文学の根幹をなすい くつか
の重要な思想が例によ ってきわめて凝縮 されて表現 されている。 ほとん ど説明 もな
しに,そ れ らの思想の核 をなす語だけが並べ られている故に,理 解 するのは きわめ
て難 しいといわざるをえないが,い ままでに読んで きた詩行 と関連づ けることに よ
って,内 容 の大要についてはつかむ ことがで きるだろ う。
 7行 目の 「ほかの神 々をbeschw?en」 とい うの はどのよ うに解釈すれ ばよいの
だろ うか。beschw?enは,な んらかの魔術的な力によ って(霊 な どを)支 配 した
り,操 ること,そ の場に呼び出す こと,姿 を現わさせることの意であるが,こ こでは,
8行 目のentlassenや9行 目のeinw舐ts fallenと い う表現 と対照的な意を もつ表
現 として使われ ている と考 えられよ う。リルケに とって 「神々」とは世界の 「根源 」
   8)
であ る。彼 らが住んでいるのは,始 源的世界,つ まり「内部 世界 」(こ の言葉につ
いては後述)で ある。 従って,beschw?enは,本 来 内部 世界に存在す る神 々を,
なん らかの魔術的な力で呪縛することによって,不 可視の内部空間か ら我々が住 む
可視の外部空間へ引 きず り出す とい う意味に読 むことがで きるのではないだろ うか。
ところで,こ の詩行はwasと い う不定 関係代名詞によ つて始 まつているので,こ
の行はおよそ 「ほかの神 々を呼び出す もの」すべてはとい うよ うな意味にな るが,
しか しリルケはそのよ うに神々を外部に呼び出す ものとしてたとえばどのよ うな も
の を思い浮かべ ていたのだ ろうか。 ごく素朴に,民 間 に伝承 されている魔術的な呪
文 とかあるいは降神術の ような ものが念 頭 にあ ったのだ ろ うか。 いずれにせよそ
れは,我 々の人間的世界 とは別の始源的世界 に住む神々 を,我 々が住む 日常的な世
界 の圏内へ と無理矢理 に入れ込めて しまう 「もの」 のことで あるとい える。 リルケ
に とつていわゆる〈人間的 な〉世界 とは,人 間の自己中心的 な主観が,ひ たす ら自
分 に とってのみ都合のいいように勝手に作 りあげた,虚 偽の世界で ある。人間の主
観 は,つ ねにあ らゆる ものを,人 間 自身の根源である神 々を も,自 分の作 り出 した
いわゆるく人間的世界〉(そ れは主観の幻想の産物 にほか ならないが)の 中に とり
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込んで支配 しよ うとするのである。その ように考えるならば,7行 目で思い浮かべ
られる ものがなにであろ うとも,そ れは結局 は人間の主観 につ ながる ものであ ると
いえるのではないだろ うか。 たとえば降神術 などはその肥大 した主観の妄想にほか
な らないといえるのではないだ ろうか。
 さて,し か しその ような「神 々を呼び出す もの も 」「この賢 しい神 」だけは 日常
的な外部空間へ呼び出 した り,支 配す ることはで きず,こ の神の 「内部へと落 ちて
いく力 」に向か って,entlassen(行 くのを許す,解 放するの意 一beschwb'ren
の反意語 とみなされる)し かない とうたわれる。 「猫の眠 りの神 」はいか なる もの
に よつて も支配 された りす ることはなく,虚 偽の外部空間へ 引きず り出 され ること
もないので ある。 とい うの もこの 「猫の眠 りの神 」は,外 部へ と誘い出され るか も
しれない 「ほかの神 々」と比べ て「賢 しい(verlistet)」 か らである7t「 猫の眠 り
の神 」は,神 々の申で もその 「賢 しさ 」の故に特別の存在なのである。 この神の も
つ優れ た知恵 とはなんであろ うか。それはまずなに よりも全一的世界についての深
い知 恵であろ う。 この神は眠 りと覚醒,死 と生,暗 闇と光の両方をよく知 ってい る
神で あ り,広 大な世界のすべてを心得てい る全知の神である。またこの神は,い か
なる もので あつても,そ れ を自分の 「内部へ向か って(eimぬrts)」 引き入れて し
ま う「力 」を もってい るとされてい る(V.9)。 すなわちこれは,ど のようなもので
も永遠 の内部 世界の中へ〈変容〉 させる 「力」 をもつてい るとい うことであろう。
そ して,こ の内部 世界への〈変容〉 について熟知 しているとい うことが,「 猫の眠
りの神」 の もつ最 も偉大 な知恵であるといえよ う。その よ うにひたす ら純粋 に 「内
部に向かつて」いる神が,ど うして逆の方向へ,す なわち永遠 の内部世界か ら有限
で卑少な外部世界へ向か うことがあ るだろうか。
 ところで りルケは第9悲 歌において,我 々人間がなすべ き最高の課題は,事 物を
「不可視の心の内部で 」「無限 に」深 い内部へ と「変容 」させ るこ とであるとうた
っていた。
 ... wir sollen sie ( Dinge ) ganz im unsichtbarn Herzen verwandeln 
in—o unendlich—in uns! Wer wir am Ende auch seien. 
( SW. I.S.719)
「猫の眠 りの神」は,そ の深 い知恵 と強い力 によつて,あ らゆるもの を自在に 「不
可視」 の 「内部」へ 「変容」 させることができる神である。 それ故,そ の神は人間に
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とつての最高の課題 を,つ ま りあ らゆる事物 を無限の内部空閻,永 遠の全一的世界
へ 「変容」 させ るとい う課題 を,「 悲歌 』の中の 「天使」 と同 じよ うに,す でにそ
の内部において完壁に成 し遂げている存在であるとい うことがで きる。
 さて リルケは第9悲 歌において,'事物の 「変容」が行なわれ るの は 「我々の心の内部
において 」であると うたってい た。 ここで,「 我々の 心の 内部 」とか,あ るいは リ
ルケのい う「内部世界 」について少 し説明 してお くことに したい。それ らの概念 は
よく誤解 されて受けとられているか らである。 リルケのい う「我々の内部 」は,決 し
て人間の主観性とか,あ るいは内面性とかの意味にとられては ならない。 それは我
々の主観の所有物で もなければ,我 々が勝手に統御 した りで きる もので もない。
「内部」 とは,『 マルテの手記 』の中の表現をか りていえば,人 間の心の 「知 られ
ていない内奥」,「 そ こで何が起 きているのか知 るこ とので きない」領域 で あ り
(SW. VI. S.711),ま た1924年8月11日 付の ノーラ・プルチャー=ヴ ィー デ
ンブル ック宛の書簡で いわれる 「我々の内部の深層 の次元」,「 意識の ピラ ミッ ド
の基底」の 「広大 な」領域である。それは,人 間の主観的意識の作用が及ば ない領
域 なのであ り,あ の純粋 な 「開かれた世界」,〈 全一的世界〉 と同 じものをさして
い るのであ る。 それは確かに我 々人間の 「内部」に もある。 しか しそれは,我 々の
通常の意識の場である 「内面」 よ りもさらにず っと奥深 い ところに至ってようや
く見 出 され る もの なの であ る。 その深層 まで降 りてい く と,そ こは我 々の 内部
で あ りなが ら,も はや我 々の ものではな く,す でに我 々をはるかに超える ものであ
り,か えって我々を包み込 んでい るもので ある ことがわか るので ある。 自己の主観
的な世界にのみ閉 じ籠 ろ うとす るものに とつては,こ の ような我々のまわ りに無限
に広が っている 「内部世界 」,真 実の世界はみえて こないのである。
 その ような,あ らゆるものを対象化し歪曲化 しよ うとする主観の作用などが及ばな
い無限の 「内部世界」へ 「変容」 され ることによ つて,事 物 は真の存在を獲得 する
ことがで きるとい うのが リルケの考 えである。彼の最後の完成詩 とされ る『誕生 』
(1926年6月 の作)に おいては,事 物 の変容-・―内部化をめざしている詩人である
「私」 自身 も,「 内部へ と向け られる」,す なわち変容 され ることによ っては じめ
て真実の 「存在」へ と到達す るとい うことが うたわれている。
 so, nach innen  geschlagen,  werd  ich erst  sein. (SW.  II. S. 188)
r偶 像 』とほぼ同じ時期に書かれたある草稿詩においては,ひ と りでに 「内部に
               一58一
向か って(einwlirts)」 変容してい く事物が うたわれている。
Flammen schlagen einwärts, Wege rollen 
 sich in dein Nach- Innen- gehen ein, 
Blumen stürzen in die Wurzelknollen ...( SW. II. S. 507 )
 明 るい 「焔 」が次々に空中に燃 え上が ってい き,そ してまた次々と消 えて見 えな
くなってい くと き,「 道」 が最後に跡切れて消えるとき,ま た 美しい 「花 々」が萎
れて散 るとき,そ れ らは しか し実はく消滅 〉したのではない。それ らはみな 「内部」
へ と 「変容」 され たのであ る。 それ らは,お のおのがそ こか ら燃え出した,ま たは
出発 した,あ るいは立ち昇 って きた根源へ と返 つてい つたので ある。 また新たな開
始をそ こか らお こな うために,そ れ らは 自分たちが生 まれた故郷へ と返 ったのである。
 この ように,事 物は本来ひ とりでに 「内部 」へ と 「変容 」してゆ くもの なのであ
る。なぜなら,あ らゆるものは この地 上の外部世界か らいっかは必ず消滅 してい く
定めにあるか らである。だが,事 物のその必然的な根源への回帰=「 変容」 を邪魔 しよ
うとする ものがある。人間の主観である。それは,自 分の作 り出した,自 分が支配
権を握 る外部世界の中に事物 をいつまで も引 きとどめて,そ れ らを支配 しようとす
るので ある。だか ら,我 々によって引きとどめられている事物が本来 どお り「内部 」
へと帰 ることがで きるように,我 々は自分の主観の世界か ら事物 を解放 し,「 内部
世界 」へ と 「変容 」させ なければな らないのであ る。事物はみなそうす ることを人
間に望んでいるのであ り,ま たそれ は人間 がなすべ き当然の義務で もあ るので ある。
先程の第9悲 歌か らの引用箇所にみ られ る"wir sollen(Dinge)_verwandeln"
とい う表現はそのよ うに読 むことがで きるので はないだろうか。
 さて,こ の詩の一番最後におかれたfallende Machtと い う表現 について考 えて
みることに しよう。この二つの言葉の結びつ きは我 々に違 和感 を与えるように思え
る。それは,fallen(落 ちてい く.没 落する,衰 滅 す る…)と い う普通ネガテ ィ
ブな意味 をあ らわす言葉が,ポ ジテ ィブな意味あいの強いMachtの よ うな言葉 と
結びっいているか らであろ う。だがfallenは 果 して ネ ガティブな意味 にしか とれ
ないの だろ うか。答 えは否である。 リルケの文学にお いて は,fallenは 決 してネガ
テ ィブな もの として とらえ られてはいないのである。なぜ ならfallenは あ らゆる事
物 にとって必然で あり法則で あるとリルケは考えてい るか らで ある。1900年 に リ
ルケはfallenを モティーフに して一っの詩を書いてい る。 『秋 』とい う題のついた
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有名 な詩で ある。
     HERBST 
Die Blätter fallen, fallen wie von weit, 
als welkten in den Himmeln ferne Gärten; 
sie fallen mit verneinender Gebärde. 
Und in den Nächten fällt die schwere Erde 
aus allen Sternen in die Einsamkeit. 
Wir alle fallen. Diese Hand da fällt. 
Und sieh dir andre an : es ist in allen. 
Und doch ist Einer, welcher dieses Fallen 
 unendlich sanft in seinen Händen hält.( SW. I. S. 400)
 リルケの初期の作品である故に,表 現はいささか感傷 的で,ま た情緒に流 されて
いる ようなところ もあ るが,リ ルケのfallenに 対する考 え方を我 々は この詩におい
て もは つきりと窺 うこ とがで きる。この詩ではfallenと い う語が7度 も出 てきて強
調されている。 「木の葉 」も「地 球 」も「我々 」人間 も,あ りとあらゆ るもの は
fallen「 落下」 してい く。あるいは,消 滅 してい く,死 んでい くといつてもよいだ
ろ う。 「木の葉」 は 「否定の身振 りで」落 ちてい くとうたわれている。 しか し,落
下 してい くこと,あ るいは死んで いくことは本来嘆 くべ きことであろ うか。 この詩
に うたわれているとお り 「落下はすべ ての ものの中にある」のである。 すなわち,
それはあ らゆ る ものに とって必然の定めなので はないだろうか。 また そ うで あ る
な らば,そ れは本来悲 しむべ きことではないのではないか。
                  8)
 fall enと は,リ ルケの晩年の ある献呈詩の中の表現 を使 ってい えば,自 然界 をつ
らぬ く 「法則 」であ る「重力 」に素直に従 うこと,宇 宙空間 を統べる 「純粋な力 」
に身 を委ねる ことであるといえ よう。我々はその宇宙 の至高の法則である落下を拒
んだ り,嘆 いた りした とて何にな るだろうか。 ところで,事 物が宇宙の 「純粋な力」
であ る 「重力」に従 って落 ちていく先は,宇 宙の 「中心」 であろう。 「中心」があ
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るか らこそ 「重力」は生ず るものなので ある。 先程の 詩 『秋』でいえば・Einerが そ
の 「中心」にあたる。 落ちてい くものは,そ の 「中心」において 「無限にや さしく」
「うけとめ」 られるのである。 リルケの晩年 に書かれた詩 『果実 』においては,果
実が完全に熟 したときには,
  ...st?zt es, verzichtend, innen in der Schale
  zur?k in seinen Mittelpunkt.         (SW. II. S.149)
とうたわれている。 「皮の内側で 」「申心 」へ と「落 ちなが ら帰ってい く」とい う
のである。そうするとfallenと は,大 宇宙の法 則である「純粋な力」に従 つて 「中心」
へ と「帰 ってい く」ことで ある ともいえるだろう。 この 「中心 」は また,あ らゆ る
ものがそ こか ら生まれて くる「根源 」で もあ るが,そ こか ら生 まれた ものはすべて
いっかは再 びその 「根源 」へ と 「落 ちなが ら」戻 ってい くのであ魂 この世に現に
生 きている ものの立場か らみれば,死 への落下,現 世か らの消滅は ネガテ ィブな も
のに ちが いない。だが,永 遠の視点,生 と死の対立を超越した全一的世界の視点か
らみれば,個 体の死に向か っての落下は,必 然の法則に従って根源へと回帰 した と
い うことなのである。 りルケ文学において,「 内部世界 」,「 中心 」,「 根源 」は
同じ一つの もの を意味 している といえるが,「 落下 」とはそこに向か つてつ き進 む
こと,す なわ ち 「変容」 してい くことにほかな らないの である。
 最終行にでてくる,「 猫の眠 りの 神 」が もっている「内部へ と落ちてゆ く力 」は,
事物 を 「内部世界」へ 「変容」 させる 「力」の ことにほかな らないといえるが,そ
れは,決 してその神の恣意的 な力などではなく,宇 宙の至高の法則であ る 「重力」
と同 じ 「純粋な力」なのである。 「猫 の眠 りの神」の 「内部」は,そ の純粋な自然
の法則が守 られている空間であ り,そ れ故いかなる事物 もその中に入 るとき,外 部
にいるときに受 けていた歪曲す る人間の主観の支配か ら解放 され,そ れ本来の姿で
「存在」す ることがで きるようになるのである。
 眠 りと覚醒の中間にまどろみ,死 と生が一つになってい る「開かれた世界 」を深
く知る神,全 一 的存在の象 徴である 「銅鍵 」の音 を聴 く 「猫の眠 りの神」は,あ らゆ
るもの をその 「内部 」へ とりこんで 「味わつている 」。すべての ものは,そ の神の
「内部へと落ちてい く力 」に従 うのである。 そしてそれ らは神の 「内部 」において
く解体 一死〉 を経験す る。 しか しその経験 はネガテ ィブにとらえられて はな らない。
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とい うのは,そ れ は永遠の相への 「変容 」だか らである。
「猫の眠 りの神 」とは,ま ずな にょりも「純粋な力 」が働いているその 「内部 」に
おいてあ らゆる ものを 「変容 」させる神であるとい うことがで きる。 そして 「変容 」
こそ リルケに とって芸術上の最高の課題で あった。 その 「変容 」の行為 にすでに熟
達し,あ らゆ る もの を自在にそして完壁に 「変容 」させ ることの できる 「猫の 眠 り
神 」は,そ れ故,「 悲歌 』の 「天 使 」,「 ソネッ ト』の 「オル フォイス 」と並 んで,
リルケに とつて詩人の理想像,す なわち彼にとって崇拝すべ き〈アイドル〉=Idolに ほか
な らない とい えよう。古代 エジプ ト人たちにとって スフィンクスが彼 らの守 護神と
して偶像崇拝の対象 とな っていたよ うに,リ ルケにとっては 「猫の眠 りの神」が彼の
芸術上の最高の模範像 としてIdolと なつているとい うことがで きるので はないか。
この詩の題名 。Ido1"は またその よ うな意味 で も読む ことができるよ うに思われ る。
付 記
リルケの作品からの引用はすべて次の全集を使用した。
 Rainer Maria Rilke, Sämtliche Werke. Hrsg. vom Rilke- Archiv. 
In Verbindung mit Ruth Sieber - Rilke. Besorgt durch Ernst Zinn, 




 Rainer Maria Rilke, Briefe. Hrsg. vom Rilke—Archiv. Besorgt durch 
Karl Altheim. Wiesbaden 1950.
註
1)リ ル ケは,1914年2月111付の ベ ンヴ ェヌー タ宛の 書簡(BriefwechselmitBen-
venuta,hrsg.vonMagdavonHattingberg.EBlingen1954,S.22ff.)におい
て,1911年 の エジ プ ト旅 行 中 ギザ の 大 ス フ ィンク スを 訪れ て 深い 感 銘 を受 けた こ とを詳
し く書 き送 つて い る。第7悲 歌 で は,い っさい を破 壊 す る運 命の ただ 中 に あ りな が ら,確
か に 存 在す る もの と して 力強 く餐 え立 ってい る スフ ィン ク スが 讃美 され(SW.I.S.712),
ま た第10悲 歌 に おい て は,「 嘆 きの 国 」(死 者の 国)の 中心 的 な形象 と して,崇 高 な ス
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 フ ィン クス が登場 して きて い る(SW.1.S.72妊)。
2) Gocc oder G?tin des Katzenschlafsは,両 性 具 有の 神で あ り,リ ル ケは そ れ に よ
 っ て この 神の 〈始源 性 〉 ・〈 全―性 〉 ―それ 自身の み で性 的 に完全 に充 足 してい る ことか
 ら― を明示 し よ うと し たの だ とい う考 え方 もあ るか も しれ な い 。 しか し,そ の よ うに 読 む
 こと は無 理で あ るよ うに 思 われ る。 とい うの も,こ の詩 の残 りの8行 に おい て,両 性 具有
 の思 想 は なん らの展 開 もみ せ ては い な い し,ま た この詩 の フ ランス 語 に よ る草 稿(特 に1
 行 月)を みて も,こ の 神 が 両性 具 有 の神 で あ る こと を示 す よ うな表現 は ひ とつ も見 出 す こ
 とが で きない か らで あ る。
3)た とえ ば第9悲 歌 の クラ イマ ック スの 部 分 にお いて はunsichtbarと い う語は4回 もた
 て つ づ けに 登 場 して き てい る(SW-1. S-719-20)。 あ るい は1925年ll月13EI消印
 の フ レヴ ィ ッチ 宛のr悲 歌 」自解の 書簡 中で も,unsichtbarは リルケの 文学 世 界 を特 徴
 づけ る重 要 な基 本 語 と して何 度 も繰 り返 し て使 われ て い る。
4)Schauen(あ るい はAnschauen)と い う動 詞 は,リ ル ケの 文学 に おい ては たい てい の
 場 合特 別 な詩 的意 味 が こめ られ て 使 われ て い る とい うこ とが で きる 。 こ こでは,我 々 に と
 つて最 もわ か りやす い 例 と し て,「 セザ ン ヌ書簡 」にお け る リル ケ のSchauenの 使 い 方
 をみ てお く こ とに し よ う。 リル ケは セ ザ ン ヌに,世 界 を 「あ りの ま ま(sachlich)」 に と
 らえ る 「芸術 的 直視(das k?stlerische Anschauen)」 をみ とめ る。それ は,恣 意的 な
 主 観的 「自己 」を 「克 服 」 し,す べ ての 事物 をあ りの ま まの 「存 在 者 」と して 純粋iLみ る
 ことの で きる能 力で あ る(1907年10月19日 付,ク ラ ラ ・リルケ宛)。 ま た リルケ は セ
 ザ ン ヌに,主 観 に よ って 「支 配 され ないSchauen」 を み る。 そ して それ は 「動物 的 な 注
 視 」に似 てお り,「 即 物 的 な覚 醒 」で あ ると も述 べ て い る(同 年 同 月23日 付,同 人 宛)。
 す な わ ち,主 観 を 混 え ず に世 界 をその 本 来の あるが まま の姿 で み る こ とがSchauenな の
 で ある。
5)盲 と世界 の 純粋 把握 の 関係 に つ いて は,IJル ケが 盲 人 を うた った 『盲 目の 女 』(SW.1.
 S.465),『 失 明 して い く女.1(SWI.s.516)などの詩,あ るい は 『マル テの 手 記 』
 の リ ュクサ ン ブー ル 公 園 の盲 目の新 聞 売 りの 男 につ い て の手 記(SW. VI. S.8gg ff.)な ど
 を参照 。
6),,Jetzt w翫e es Zeit, daB G?ter tr舩en.--'`で は じま る詩(SW. II. S.185)を 参
照 。 なお この詩 はr偶 像 』の 詩 と ほと ん ど同時 期 に書 か れ てい る 。
7)前 綴 りver― は,名 詞に添 え られた場合,名 詞 の示 す事物 を く付与 ・添加 〉す る, とい う意
 味 の動詞 を作 り出 す 。 た と えばvergolden(金 め つ きす る),verschleiern(ヴェー ル
 を 被 せ る)な ど 。 故 にverbstetは,〈List(賢明 さ)を 付 与 され た〉=「 賢 しい」
 と い う意味 に な る。Listは 普通 は策 略 ・好智 とい う意味 だが,古 くは 「賢 明 さ」の 意味
で も使 わ れ た。 こ こ も古 い意 味 で使 わ れ てい ると思 わ れ る。
8)F?Hellmuth Freiherm I,ucius von Stoedten(SW. IL S.261)。1924年6
 月n口 の 作 。
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9)「 落下 」 ・「消滅 」が,「 根源(Ursprung)」 への 回帰 で あ る とい う詩 想 は,リ ルケ
が1926年6月9口 に,ロ シアの 詩人Marina Zwetajewa―EfronK宛 て 書い た 「.悲歌 」
の中 に もみ られ る。 そ こでは,
   Jeder verzichtende Sturz st?zt in den Ursprung und heilt.
                                (SW. II. S.271)
と うた われ てい る。 そ の他 「落下 」が,ネ ガ テ ィブな こと,嘆 くべ き こ とで は な く,「 根
源 」へ の 回 帰 で あ る とい う詩 想は,詩 『無 常 』(SW.II―S.159),ま た第10悲 歌 の 最終
連(SW.1. S.726)な ど,リ ルケの晩 年 の 詩に お い て頻 繁 に み る こ とので きる もの で あ る。
                   .・
